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01PC001

Organizational
Management I:
Organizational
Behavior

1 1.0 1 秋A 土1,2 永井 裕久

ビジネスの成功は, 人々に依るところが大きい.
このコースは, 個人がどのように職場で行動す
るか, どのように動機付けられ, どのように相
互作用するかについて, 基本的な知識を学生に
提供するように設計されている. より具体的に
は, コース内容は個人, グループ, 組織の3つの
次元に分類される. それぞれの次元について,
理論と実践の融合について考察する. クラスは,
講義, ディスカッション, ケーススタディと
ロールプレイにより構成される.

MBA-IB Student ONLY
0AFM001と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC002
Human Resource
Management I: Human
Resource Management

1 1.0 1 春C 土3,4 市瀬 博基

This course is structured to provide an
overview of basic theories, concepts, and
practices of human resource management
(HRM). Covering areas, such as recruiting,
staffing, performance review, compensation
and benefits, and training and development,
the course aims to facilitate the
understanding of how the design and
execution of HRM could contribute to build
up an effective and strong organization.
The course is designed for students with
years of working experiences, and they are
expected to participate in the class
discussions to exchange ideas and deepen
the understanding of HRM and their current
(and future) problems in the workplace.

MBA-IB Student ONLY
0AFM002と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。
You will be required
to purchase cases
for the class.

01PC003
Marketing I:
Marketing Management

1 1.0 1 春B 土3,4
Tan Caroline
S.L.

このコースは, マーケティングの基本的な概念,
理論と方法, マーケティングを理解する上で必
要な基盤を構築するために, 講義, ディスカッ
ション, ケーススタディを組み合わせてデザイ
ンされている. このコースでは, 3つの主目的が
ある. まず, ブランディング, 消費者行動, セ
グメンテーション, ポジショニングに重点を置
いたマーケティングの実践において, 組織がど
のように価値を創造するかを理解すること. 学
生は, 文献の多読, 講義やケーススタディを通
じて, マーケティング実践の理解を深める. 第
二の目的は, マーケティングの問題に対処する
ために, 分析的かつ戦略的に考える能力を高め
ること. 最後に, 意思決定ツールの分析と応用,
ビジネス状況の分析, マーケティング計画の立
案, マーケティング研究のノウハウを修得する.

MBA-IB Student ONLY
0AFM003と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC004
Business Strategy I:
Business Strategy

1 1.0 1 春C 土7,8 平井 孝志

経営戦略とは何かについて学ぶ講義である. 経
営戦略は, 企業を, 現在おかれている状況から
将来のあるべき姿に導いていくための道筋を描
き, それを実現させていくためのシナリオある
いは脚本のようなものであると言える. この講
義では, 経営戦略(全社戦略・競争戦略)を策定
し, 実装するために必要となる, 競争優位理解
のための理論や, 業界分析のためのフレーム
ワークを修得するなど, 重要な理論・コンセプ
トを学べるように設計されている. また, クラ
スは講義, 実践的ケーススターディーなどを通
じてインターラクティブに学ぶ機会を提供する.

MBA-IB Student ONLY
0AFM004と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC005
Finance I: Corporate
Finance

1 1.0 1 春A 土1,2 坂和 秀晃

このコースは, 財務管理者が財務および金融市
場の理論を理解するために必要となる, コーポ
レートファイナンスの基本的な概念に焦点を当
てた, 講義とディスカッション形式によるもの
である. 企業全体やプロジェクトの評価方法,
最適な資本構造の決定方法, 配当政策の評価方
法などを学生に示す. それは貨幣の時間的価値,
割引キャッシュフロー, 資本の加重平均コスト,
および資本予算のプロセスに言及する. さらに,
それはモディリアーニミラー理論,配当理論およ
び M&Aについてもカバーする.

MBA-IB Student ONLY
0AFM005と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC006
Accounting I: Basic
Accounting Theory

1 1.0 1 春B 土1,2 顧 俊堅

このコースでは, 講義形式により, 財務諸表と
その開示について全体的に理解するための基礎
的な会計知識を習得する. 学生に会計の重要性,
会計プロセス, および財務諸表の構造について
理解させることを目指す. また, 国際会計基準
審議会(IASB)によって設定された国際財務報告
基準(IFRS)をベースにして, 会計知識を学ぶ.
講義の内容には, 勘定科目や, 借方と貸方, 仕
訳, 元帳, 試算表, 会計等式, 会計サイクル,
会計期間, 収益認識の原則, 費用認識の原則な
どの基礎概念が含まれる.

MBA-IB Student ONLY
0AFM006と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。
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01PC007

Global Management I:
International
Relations and
Economics

1 1.0 1 春A 集中 礪波 亜希

ビジネスは, 貿易, 金融, 環境など, ひとつの
国家では解決できないグローバル規模の問題の
影響を受ける. また, ビジネスも政治・経済・
技術など多領域にわたる国際問題のいちアク
ターとなっている. こうした国際環境を理解す
るにおいて, 国際政治経済学(IPE:
International Political Economy)」の視点が
有効となる. 本コースでは, 政治と経済の相互
作用に着目しつつ国際社会の変容について歴史
的に整理した後, 国際政治経済の概況を理解す
るために必要な各種分析ツールを講義形式によ
り学習する. 特に, 国際貿易, 国際金融, 多国
籍企業による生産活動, またこうした領域にお
ける国際制度, アクター, さらにグローバリ
ゼーションをめぐる論争について, 国際政治経
済学の4つの世界観(リアリズム, リベラリズム,
マルクス主義, 構成主義) に基づいて検討を行
い, 個別の現象がビジネスや国際経営にいかな
る影響を及ぼし得るのかを考える.

MBA-IB Student ONLY
0AFM007と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC008
Operations Management
I: Operations
Management

1 1.0 1 春B 土7,8
徐 驊,木野 泰伸,
領家 美奈

オペレーションズ・マネジメントは, 主に, 製
品またはサービスの開発, 生産, 供給の活動に
関わっている. オペレーションズ・マネジメン
ト問題がマネジメントサイエンスの基礎となる
様々な概念, モデル, および方法の応用によっ
て取り扱われる. このコースでは, PERT/CPM,
線形計画, 階層分析法, 意思決定分析, 在庫管
理モデルという5つのオペレーションズ・マネジ
メントまたはマネジメントサイエンスのトピッ
クスを紹介する. 各トピックに関連する基本的
な概念, モデル, 原則およびオペレーションズ
への応用を, 関連する分野の教員による講義か
ら学修する.

MBA-IB Student ONLY
0AFM008と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。
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01PC101 Business Mathematics 1 1.0 1 春A 土3,4
徐 驊,木野 泰伸,
領家 美奈

経済やビジネスなどを勉強するために, 数学が
必要とされる. ビジネス数学は, ビジネスに応
用されている様々な定量的な方法を応用するた
めの数学基礎を紹介することを目的とする. こ
のコースでは, ビジネス数学の基礎となるいく
つかのトピックス, 例えば, 関数とグラフ, 行
列, 確率と統計, 微分などを紹介/レビューす
る. 各トピックに対して, 基本定義, 基本的な
演算やビジネスへの応用例題などを, クラス演
習を交えながら, 関連する分野の教員によって
講義する.

MBA-IB Student ONLY
0AFM101と同一。
英語で授業。

01PC103
Introduction to
Economics I

1 1.0 1 春A 土5,6
Maswana Jean-
Claude

このコースでは, 管理職が経済学基礎理論とグ
ローバル市場を理解するために必要とされる,
ミクロ経済学・マクロ経済学の基本的な概念に
焦点を当てる. 需要・供給と価格決定のメカニ
ズム, 消費者の選択理論(効用概念, 限界効用,
予算制約, 代替効果, 所得効果, 価格弾力性,
上級財, 下級財), 企業の利潤最大化のメカニズ
ム(収入, 費用, 限界利益, 損益分岐点, 操業停
止点), ケインズモデル(総支出モデル, 投資乗
数, 政府支出乗数), 景気循環と失業・インフレ
のメカニズムの理解を目標とし, 講義とクラス
演習を交えながら学修する.

MBA-IB Student ONLY
0AFM102と同一。
英語で授業。

選択科目(Organizational Management)
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修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC201
Organizational
Management II:
Professional Manager

1 1.0 1・2 秋B 木7,8 永井 裕久

このコースでは, 新任管理職がパフォーマンス
を発揮するために必要な実践的なマネジメント
スキルを習得することを目的とし, 1) 一般従業
員から管理職へのスムーズな移行, 2) 批評の実
施と規律強化のためのポイント, 3) メンタリン
グ, コーチング, 問題解決のための戦略と行動
スタイル, 管理行動で鍵となるこれら3つのポイ
ントを踏まえ, 講義形式により構成される. 学
生は, 効果的な管理のため高度に焦点を当てた
モデルを使用し, 管理職として成功するための
方法論について積極的な議論, 学修が期待され
る.

0AFM201と同一。
英語で授業。
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01PC205
Human Resource
Management II: Stress
Management

1 1.0 1・2 秋B 土1,2 高杉 尚孝

The course is designed for students to
acquire theoretical and practical
understanding of stress management skills
in the workplace. Using cognitive-behavior
psychology, tension releasing exercises,
hypnotic relaxation and other techniques,
the course aims to familiarize students
with actual stress reduction skills and the
theories behind them.

Limit of 18 seats
available. This will
be determined by the
first eighteen who
complete the TWINS
registration.
英語で授業。

01PC206

Human Resource
Management III:
Global Business and
International Human
Resource Management

1 1.0 1・2

このコースでは, 国際的なビジネスといったコ
ンテキストにおける人的資源管理について議論
を行う. 主なトピックとして, グローバル化の
過程における組織の変化, 組織内におけるダイ
ナミックな人間関係, 戦略的人的資源管理, 及
び異文化間における採用, 研修, 給与に関する
トピックを取り扱う. 本コースでは, 講義と
ケーススタディの分析方法を用いることを予定
しており, 履修生には, 積極的に講義における
討論を行うことを期待する.

0AFM202と同一。
英語で授業。
2020年度開講せず。
You will be required
to purchase cases.

01PC207 Business Anthropology 1 1.0 1・2

講義とケーススタディによって構成されるこの
学際的なコースは, 経営人類学の分野の概要を
学生に示すよう設計されている. これは, この
分野の歴史的変遷, その代表的な理論を検討,
経営人類学者がどのように参与観察と呼ばれる
独自のメソッドに基づき研究を行うかレビュー
する. このコースを通じて, 学生は, この分野
の基本的な概念を理解するとともに, 人類学者
がどのように総体的アプローチを使用してデー
タ収集, 分析を行うかを学び, これらのスキル
を業務において活用することが期待される.

0AFM203と同一。
英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC222 Diversity Management 1 1.0 1・2

The course takes the students into an
exciting journey around different cultures
and various work styles that are constantly
growing in the global world. It will
present and study issues of diversity in
multicultural spaces, ideas of equality and
human rights, and new opportunities the
business world today can offer in a variety
of economies, production and service
industries. Students will study and
understand different aspects of work and
human relations encountered in global
business interaction, from the management
of multicultural workforce and teams and up
to handling delicate issues such as
accommodating successfully religious
practices and managing diversity of race
and gender. The same patterns we encounter
in social and economic life appear in our
online behavior and values, therefore we
will also relate to the ways the issues
studied are reflected online and how
businesses and economies should prepare and
adjust in order to construct a successful
and productive workplace in the future.

英語で授業。
2020年度開講せず。
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01PC224
Executive Soft Power
for Global Business
Management

1 1.0 1・2 秋B 土7,8 横 伸二

International enterprises enjoyed
remarkable development in the past decades,
amid warming globalization. Just like
market share, revenue, branding, and
business model, extraordinary capacity of
human resource management is a critical
part of modern enterprises’ competent.
Excellent company always dominates in
growing people of excellence.
On the other hand, many enterprises suffer
from the shortage of qualified talents,
especially for the high-level management,
while young managers are not yet prepared
to expose themselves to rigorous
requirements and responsibilities as a
competitive business leader.
When focusing into Japan, such a dilemma
poses a past powerful expansion of the
business and losing the leading position on
each industry. Japanese management has been
called as “Glapagos management” who focus
only for the domestic market and poor to
manage the global competition. On the other
hand, neighbour country of China has been
continuing unpredictable evolution with
very high speed of so called “Dog Year”.
Through the long time experience of
lecturer on both business and teaching to
MBA students, comparative management style
will be taught practically.
Tsukuba MBA students are required to obtain
knowledge and know-how based on the wisdom
of superior leaders in the Global Business
Competition.
Those are all so called “Executive Soft
Power”.

英語で授業。

01PC225
Leadership and
Interpersonal
Dynamics

1 1.0 1・2 秋C 金7,8 OSA Howard

The ability to build and maintain strong
relationships based on trust and mutual
respect is one of the critical success
factors to be an effective leader in
today’s complex multinational
organizations. At the same time, a leader
must drive action and overcome resistance
to deliver on expected outcomes. In this
course students will learn about leadership
based on group exercises, reading
materials, and lectures based on the
instructor’s experience at top global
corporations in the aerospace and mass
media industries, and the writings of
professors and instructors at leading U.S.
universities.

英語で授業。

01PC226
Corporate Philosophy
in Global
Organizations

1 1.0 1・2 秋C 土7,8
Sasagawa
Annamarie

Japanese companies, particularly
organizations with long histories, are
known for having distinct and well-
established corporate philosophies. As
Japanese firms pursue global business
expansion, what role should corporate
philosophy play and how can firms
communicate their corporate philosophies
effectively to diverse internal and
external stakeholders outside of Japan?
This course will cover the following
topics, from both an academic and
practitioner’s perspective: 1) What is
corporate philosophy? 2) What is the role
of corporate philosophy in global business
management? 3) How can Japanese firms
effectively communicate their corporate
philosophies to diverse stakeholders? The
course draws on insights from the fields of
intercultural management, corporate
communications, organizational development,
and corporate governance and is recommended
for students who wish to deepen their
knowledge of the relationship between
corporate philosophy and global business
expansion.

英語で授業。
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01PC401
Global Skills I:
Coaching to Grow
People

1 1.0 1・2 秋C 土1,2 高杉 尚孝

Using cognitive-behavior psychology and
other techniques, the course aims to
familiarize the students with both actual
coaching skills and intellectual
understanding of these skills. The course
will deal with both what personal growth
means as well as how one can facilitate it.
The course includes not only other-coaching
but also self-coaching as self-development
is essential for promoting growths in
others.

Limit of 18 seats
available. This will
be determined by the
first eighteen who
complete the TWINS
registration.
英語で授業。

選択科目(Business Strategy)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC105
Introduction to
Economics II

1 1.0 1 春C 集中

このコースでは, 管理職が経済学基礎理論とグ
ローバル市場を理解するために必要とされる,
ミクロ経済学・マクロ経済学の応用的な概念に
焦点を当てる. 市場構造(完全市場, 不完全市
場, 寡占市場, 独占市場), 金融・財政政策(IS
曲線, LM曲線, IS-LM分析), 国際貿易と国際収
支(絶対優位と比較優位, 貿易制限, 貿易ブロッ
ク, 国際収支), 外国為替理論(為替制度, 購買
力平価説, 国際フィッシャー関係式, 金利平価
説, マンデル=フレミング・モデル), 経済成長
理論(成長会計式, 新古典派成長理論, 内生的成
長)の理解を目標とし, 講義やディスカッション
により行われる.

TBD
0AFM304と同一。
英語で授業。

01PC301 Finance II: Valuation 1 1.0 1・2 春A 金7,8 坂和 秀晃

このコースでは, 財務担当者がフィナンシャ
ル・マーケットを理解するために必要な企業価
値評価に係る基本概念に焦点を当てる. フィナ
ンシャル・マーケット, 特にM&Aにおいて頻繁に
使用される株式評価と債券評価に関する概念
(WACC, CAPM, ベータ)と, いくつかの手法(配当
割引モデル, フリーキャッシュフローモデル,
残余価値モデル, マルティプル法)を紹介する.
コース終了時に, 学生が将来キャッシュフロー
を予測し適切な割引率を用いて, 現在価値を計
算するディスカウント・キャッシュフロー・メ
ソッドに習熟することを目標とし, 講義形式や
クラスディスカッション, ケーススタディ等の
組み合わせにより行われる.

0AFM305と同一。
英語で授業。

01PC302
Finance III:
Derivatives

1 1.0 1・2 秋C 火7,8 大野 忠士

This course focuses on basic concepts in
derivatives which are very popular and
frequently used in financial institutions.
It shows students the basic characteristics
of forward contracts, futures, options and
swaps. It describes the concepts of
arbitrage/hedging and how to evaluate
prices and value of each derivative. It
also introduces put-call parity, option
Greeks and option strategies.

英語で授業。

01PC303
Finance IV: Project
Finance

1 1.0 1・2

It covers the project finance and large-
scale infrastructure finance.
The course will be structured with lectures
combined with group work and case studies
to promote understanding and analysis of
presented topics. Lectures will be
presented by experienced project finance
and structured finance professionals from
Sumitomo Mitsui Banking Corporation (SMBC),
a global leader in project finance, based
on theory and real world experience.
Active class participation will be
expected.  Case studies will be based on
actual transactions to demonstrate concepts
to be presented.  Group work will be
utilized to further understanding and
active participation will be expected.

Guest speakers
(Organized by
Tadashi Ono)
英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC307
Accounting II:
Financial Analysis

1 1.0 1・2 春C 木7,8 顧 俊堅

このコースは, 財務諸表の読み方を学習するこ
とで企業の財務データに関する分析を行い, 企
業業績を評価する能力を育成するためにデザイ
ンされた, 講義形式の授業である. また, 統計
ソフトウェアを利用し, 財務データを解析する
ことも紹介する. このコースでは, 貸借対照
表・損益計算書・利益計算書などの読み方から,
財務諸表分析に関する手法まで解説する. 分析
手法については, キャッシュフロー分析, 比較
分析, 水平分析, 垂直分析, 比率分析, 財務諸
表に基づくファンダメンタル分析が含まれる.
(履修条件: Accounting Iを履修済であること)

0AFM306と同一。
英語で授業。
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01PC308
Accounting III:
Managerial Accounting

1 1.0 1・2 秋A 金7,8 顧 俊堅

このコースは, 管理会計の知識を学習すること
で, 企業の経営管理のプロセスにどのように会
計情報を活用できるのかを理解するための, 講
義形式の授業である. 企業間の比較を行い, 相
違点を明らかにする. また, 製造業や, 販売業,
サービス業などの企業の事例を取り上げ, 様々
な部門について分析を行う. このコースでは,
損益分岐点分析(CVP), 活動基準原価計算(ABC),
バランススコアカード(BSC), 全品原価計算, 直
接原価計算や, 予算など主要な手法を学習する.
(履修条件: Accounting Iを履修済であること)

0AFM307と同一。
英語で授業。

01PC311
Marketing II: Market
Research - Cases and
Application

1 1.0 1・2 秋A 木7,8
Tan Caroline
S.L.

グローバル化と刻々と変化する市場の風景に直
面し, 企業は継続的に関係性と競争力を維持し
ていかなければならない. このコースは, 標準
化, 調整, 統合の適切な分野が, それに応じて
検討されるグローバル展開におけるマーケティ
ング製品やサービスに焦点を当てる. ケースス
タディにおいて, サービスや製品例を取り上げ
る. また, グローバルマーケティングを取り巻
くコアな問題に焦点を当てる. コースは, 講義
とケーススタディにより構成される.

0AFM309と同一。
英語で授業。

01PC312
Marketing III:
Branding

1 1.0 1・2 春A 水7,8
Tan Caroline
S.L.

ブランドは, 会社にとって本質的に最も価値の
ある資産の一つである. ブランド管理は, 企業
の競争戦略の不可欠な部分. ブランドとブラン
ド管理の異なるコアな側面の理解は, 顧客ロイ
ヤルティと強力なブランド・エクイティを確保
する上で重要である. このコースでは, ブラン
ドとブランド管理の基礎を考察する. 学生は,
ブランドのポジショニング, 構築, 維持, 発展,
ブランド評価, グローバルブランドの管理を学
修する. このコースは講義とケーススタディを
用いて, 学生は, 様々な産業のアイデアや提案
を議論し, 発表する機会を与えられる.

0AFM310と同一。
英語で授業。

01PC320 Digital Marketing 1 1.0 2

The internet has brought profound changes
in the business and social institutions.
Online businesses and the use of digital
tools and platforms have experienced an
exponential growth accordingly. This course
will explore the different digital
marketing concepts through a blend of case
studies, lectures and group discussions.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC324 Marketing Survey 1 1.0 1・2

This course focuses primarily on
questionnaire design and scale construction
and basics of interviews used in Marketing
survey research. We will be exploring the
different types of questionnaires, the
variety of options when it comes to scale
selection, and the trends of emotional
models. This is a 'hands-on' course where
students are expected to design and develop
their own survey, question format and
framing, and scale selection. At the end of
the course, students will possess the know-
how of practical processes involved in
conducting marketing surveys.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC327
Finance V: Behavioral
Finance

1 1.0 1・2

Human behavior is affected by cognitive and
emotional shortcuts and errors, while we
(humans) intend to behave rationally.
Economic behaviors including consumption,
savings and investments are all operating
under such “bounded rationality”. It is
particularly so under financial decision-
making and actions to cope with probability
and time. This course reviews key findings
in behavioral finance studies and explore
practical applications for institutional
and personal finance with case studies and
discussions.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC328
Entrepreneurship I:
Entrepreneurship

1 1.0 1・2 春B 水7,8 Ploch Manuel

この講義は、学生が(i)新規事業を成功させるた
めの要素、および(ii)大企業における起業家の
役割を理解することを可能にするように設計さ
れている。講義内容には、ケーススタディの分
析とともに、スタートアップが直面する重要な
課題を研究することを含む。

0AFM311と同一。
英語で授業。
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01PC329
Entrepreneurship II:
Demand Chain and
Innovation

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 平井 孝志

この講義では, ディスカッション, ケーススタ
ディ形式も組み合わせ, 既存の事業を変革ある
いは革新したり, 新たな事業を創造していくた
めに重要となる方法論について学んでいく. そ
の際に, 顧客からの視点と, 業界のバリュー
チェーンの双方の視点から事業を理解すること
を重視し, 創造・変革について議論を行ってい
く. さらに, この講義では, サプライチェー
ン・マネジメント, ビジネスエコシステム, お
よびシステム思考, イノベイティブ発想などの
基本的概念についても触れ, 受講生の起業家力
の強化を目指す.

0AFM312と同一。
英語で授業。
9/15(#122), 9/17,
9/23, 9/28, 9/30

01PC330 Technology Management 1 1.0 1・2 秋B 水7,8 平井 孝志

この講義では, ディスカッション, ケーススタ
ディ形式も組み合わせ, 技術経営(マネジメン
ト・オブ・テクノロジー)の全体像を把握・理解
することを目的に開講される. それは言い換え
ると「企業がどのように価値を創造をおこない,
そこから生じる価値をどのように獲得していく
べきか」という課題に対して, 実務上の示唆を
得ることを目的としているとも解釈できる. こ
の講義では, 技術経営とイノベーションに関連
するコア・コンペテンスや競争戦略に関するト
ピックについても触れ, 技術経営と戦略との接
点を探っていく.

0AFM313と同一。
英語で授業。

01PC331 Finance Seminar I 2 1.0 1・2 秋学期 随時 顧 俊堅

このコースは, 評価の基本的な概念の実用化に
焦点を当てる. 履修者はチームを構成し, CFA協
会が主催する Research Challenge Competition
に参加する. このコンペにおいて, 各チームは
CFA協会が指定するターゲット企業を分析する.
評価プロセスには, シナリオ分析, キャッシュ
フロー予測, 必要な収益率の推定, 成長率の推
定, およびベータの推定が含まれる. 分析プロ
セスには, 当該企業のIRミーティングへの参加
が含まれる. (履修条件: ファイナンス I およ
び IIを履修済であること)

ONLY for those who
will particilate in
CFA Research
Challenge
0AFM314と同一。
英語で授業。

01PC334 Finance Seminar II 2 1.0 2 秋学期 随時 顧 俊堅

This course focuses on practical
application of basic concepts of
valuation.The members would participate in
the CFA Institute Global Investment
Research Challenge Competition sponsored by
CFA Institute.  The members consist of
Tsukuba team.  The team will analyze the
target company which is given by the CFA
Institute. The analysis includes the
business structure analysis, SWOT analysis,
five forces analysis, financial ratio
analysis and should result in the
valuation.  The valuation process includes
the scenario analysis, cash flow
projection, estimation of required rate of
return, estimation of growth rate, and
estimation of beta.  The analyzing process
includes the participation in the IR
meeting of the company during the time. Top
four team who are selected by the reports
could be entitled to make a presentation at
CFA Institute (Japan).  The champion team
in Japan can proceed to the Asian Pacific
Investment Research competition.  The
Finance Seminar II is basically held for
the preparation of the Asian Pacific
competition. This seminar requires strong
commitment, energetic contribution and
cooperative teamwork in addition to the
comprehensive knowledge of finance.

ONLY for those who
will particilate in
CFA Research
Challenge
英語で授業。

01PC335 Finance Seminar III 2 1.0 2

This course provides the opportunity of
reading academic/professional books/papers.
Students specify the books/papers relating
to Finance(credit risk, liquidity risk,
valuation etc.) and read it by group.
Students are required to contribute
positively in the explanation of designated
parts and to participate in the
discussions. (Advance permission of the
Professor is required)

ONLY for those who
will particilate in
CFA Research
Challenge
英語で授業。
2020年度開講せず。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC337
Business Model
Innovation

1 1.0 1・2 秋A 水7,8 平井 孝志

この講義は, 既存企業において既に存在するビ
ジネスモデルをどのように変革していくのか,
あるいは新しいビジネスモデルをどう着想し,
構築していくのかに関する方法論を, 学生が理
解できるように設計されている. 履修者は, 経
営戦略の側面と, 組織論に関する側面の双方の
から, 優れたビジネスモデルについて検証・考
察を行うことになる. 講義では, 理論やフレー
ムワークに関するレクチャーと, 実務的な事例
を取り上げた議論をバランスよく取り入れるこ
とで学習効果を高めること狙う.

0AFM315と同一。
英語で授業。

01PC338
Strategic
Intelligence

4 1.0 1・2

The objective of the course is to introduce
main modern strategic frameworks in order
to empower students with ideas and insights
of how to address strategic decisions in a
smart and intelligent way. Strategic
intelligence takes the perspective of the
CEO/General Manager formulating and
implementing strategy in fast-changing
environments. The course is essentially
integrative, drawing on Business Strategy I
core course to show how strategy is
developed and turned into action. The
primary emphasis is at the line of business
level, although we will also consider
corporate level. The course emphasizes the
peculiarities of international business as
well, and how to sustain competitive
advantage in an international environment.
Most importantly, it attempts to enable
students to think about various strategic
tools in a creative and intelligent manner.
Classes will be a mixture of lecture and
critical discussion of theory and practical
cases.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC339
International
Business Development

1 1.0 1・2 秋BC 集中 山根 智之

This course will explore many aspects of
developing a Japanese ramen brand in the
international markets. Participants will
learn from the experience of IPPUDO, a
well-known ramen brand, throughout its
expansion and many challenges. Particular
focus will be on the areas of marketing,
procurement, human resources development,
finance, strategy, and negotiation.

英語で授業。

01PC340

Law, Public Policy
and Business Strategy
regarding Cultural
and Creative
Industries

1 1.0 1・2 秋B 金7,8 児玉 徹

Cultural and creative industries (CCI) are
sectors of organized activity whose
principal purpose is the production,
promotion, distribution and/or
commercialization of goods, services and
activities of a cultural, artistic or
heritage-related nature. The importance of
CCI has been discussed and analyzed from
various perspectives. Goods, services and
activities produced by CCI may have
significant commercial value, generating
various types of business activities. Those
goods, services and activities are
sometimes connected with topics of cultural
identity and diversity, and can also be
utilized for facilitating national and/or
regional branding as well as for expanding
intercultural relations among countries and
regions. The promotion of legal systems
that support CCI, especially intellectual
property protection systems, has been a hot
topic for government, industry and academia
in many countries around the globe. At the
same time, CCI has faced a diverse range of
social, legal and/or economic issues and
challenges of globalization.
While capturing these characteristics from
a wider perspective, this course aims to
give students an opportunity to gain the
basic knowledge of law, public policy and
business strategy regarding several
selected sectors of the cultural and
creative industries.

Conducted by Assoc.
Professor from head
campus
英語で授業。
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01PC341
Accounting IV:
Empirical Accounting
Research

1 1.0 1・2 秋C 水7,8 顧 俊堅

This course aims for introducing students
to some basic topics in empirical
accounting research, and to essential
methods applied to tackle research
questions. Course topics include earnings
management, tax avoidance, audit quality,
corporate governance, financial report
disclosure quality. Students have
opportunity to learn the research design
and approaches from existing accounting
literature. (Prerequisite: Accounting I)

英語で授業。

01PC425
Global Knowledge I:
Practical Aspects of
Business Law I

1 1.0 1・2 秋B 火7,8 Witty Thomas

This course aims to provide specific
knowledge and understanding of the
practical implications of law on business
transactions in general and on a company in
particular. From the perspective of a
company engaged in international business
transactions, the role and consequences of
law for a company’s organization, business
model, strategies and day-to-day operation
will be explained and illustrated in
practical examples and case studies.
Students will gain a comprehensive
understanding of where, why and how law
affects a business and learn how to deal
with the legal aspects of various standard
business situations.

英語で授業。

選択科目(International Adaptability)
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01PC409
Global Management II:
Transcultural
Management

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

This course is designed to provide students
with a general overview of transcultural
management. Transcultural management
focuses on how people and organizations
transcend cultural differences. Today
companies operating in the global market
have to deal with diverse customs,
nationalities, gender, age, ways of
thinking and behavioral patterns of their
employees and customers. Geert Hofstede
called thinking and behavioral patterns of
individuals “mental program” or
“software of the mind” and defines this
as “culture” in the broad sense of the
term.
Along this line, a multitude of attributes
mentioned above can be considered as
“cultures”.

英語で授業。

01PC410
Global Management
III: International
Peace Operations

1 1.0 1・2 春B 集中 Mulloy Garren

This course is designed to educate all
participants in the varied and complex
issues related to Peace Operations. These
issues will include the definitions of such
operations, and being able to answer the
questions as to who conducts them, for
which institutions, according to what legal
instruments, where, how, and why? While
these may seem to be rather simple
questions, the answers and their issues are
rather complex, but they reveal a great
deal about how international institutional
actors and nation state actors behave and
about the mechanisms of crisis and conflict
management in the 21st century.

英語で授業。

01PC418
Global Knowledge II:
International
Relations

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 松岡 美里

This course provides a general introduction
to the field of International Relations
(IR) and major themes in world politics. It
is designed to introduce students to IR by
encompassing various approaches. The course
will cover basic theories as well as
empirical coverage of core aspects of
current international relations, including
sources of conflict and cooperation, the
role of non-state actors, and contemporary
global issues (e.g. US-Japan relationship,
migration).

英語で授業。
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01PC421

Cross Cultural
Management I:
Managing Across
Borders

1 1.0 1・2 秋A 土5,6
Magnier-Watanabe
Remy

この講義では, ディスカッション, ケーススタ
ディ形式も組み合わせ, 以下の3つの目的を達成
することを主眼において設計されている. 第一
に, グローバルな舞台において活躍するビジネ
ス・リーダーが理解しておくべきグローバルな
事業環境に関して, 理論的な事例ならびに実際
的な事例を提供していく. 第二に, グローバル
経営における文化的なコンテクストの重要性に
ついて理解を促進する. 第三に, 国際的あるい
はグローバルな事業オペレーションを有効に行
うための戦略構築, そしてその実行に関する方
法論について学んでいく.

0AFM401と同一。
英語で授業。

01PC422

Cross Cultural
Management II: The
Challenges of
Globalization

1 1.0 1・2 秋C 木7,8
Magnier-Watanabe
Remy

この講義では, ディスカッション, ケーススタ
ディ形式も組み合わせ, マクロレベル, ならび
にミクロレベルの双方の観点に基づき, 国際ビ
ジネスにおける重要課題に対して, 焦点を当て
た議論を行っていく. 講義において取り上げる
主たるトピックとしては, 経済システムとその
発展ダイナミズムにおける課題, 地域経済の統
合過程・状況に関する課題, 国際的な事業機会
の分析のための手法, 国際貿易に関する理論や
経済学的な視点での課題, 海外直接投資の実際,
グローバルな人的資源管理など, が挙げられる.

0AFM402と同一。
英語で授業。

01PC434
Global Management IV:
Project Management of
Development Aid

1 1.0 1・2

In today’s world, 840 million people are
malnourished, nearly 1.3 billion people
live on less than a dollar per day and
poverty and inequality have proven to be
stubbornly resilient against attempts to
decrease them over the past 50 years. To
address this problem, development aid,
financial aid given by governments and
other agencies to support the economic,
environmental, social, and political
development of developing countries, has
been used. This course consists of one
lecture on academic research on development
and development aid, and four lectures by
development practitioners (guest speakers).
Overall, students will understand the basic
concepts of development aid, how they are
provided through various aid schemes, and
how they are managed. The class topics will
cover humanitarian aid, environmental aid,
railway development, water resource
management, and urban projects, depending
on guest speakers’ availabilities.

Guest Speakers
(Organized by Aki
Tonami)
英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC436
Global Knowledge IV:
Financial Crises

2 1.0 2

This class will take primarily an
historical approach in attempting to
understand the nature of financial crises –
how (or whether) they can be anticipated,
the typical course of a financial crisis,
how businesses and investors can weather
such crises, and the aftermath. Among other
crises considered are the Great Depression,
the collapse of Japan's “bubble economy,"
various developing country balance of
payments crises, and the recent subprime
loan crisis.

The classes are only
open to students who
have passed Core
Courses (01PC005
Finance I, 01PC006
Accounting I,
01PC007 Global
Management I).
英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC440
Business Studies I
(Seminar)

3 1.0 1・2

このコースでは、サンフランシスコ・シリコン
バレーのダイナミックな経済成長をけん引して
いる企業や、大学、政府・非営利団体などを訪
問する。訪問企業にはIT・ネット関連企業、環
境関連企業、バイオ製薬企業が含まれる。

西暦奇数年度開講。
英語で授業。

01PC441
Business Studies II
(Fieldwork)

2 1.0 1・2

This course provides students the
opportunity to visit companies operating in
a different range of industries as well as
institutions involved in innovation in a
foreign country. Students will be able to
observe international business concepts in
practice from the viewpoint of the foreign
companies.

西暦奇数年度開講。
英語で授業。

01PC443
Special Research
Seminar (CSR) I

3 1.0 1・2

The purpose of this class is to analyze the
CSR activities of globally operating
Japanese and German companies to work out
culture-bound differences, identify best
practices and point out opportunities for
future actions.

英語で授業。
2020年度開講せず。
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01PC445
Special Research
Seminar (CSR) II

2 1.0 1・2

The purpose of this class is to analyze the
CSR activities of globally operating
Japanese and German companies to work out
culture-bound differences, identify best
practices and point out opportunities for
future actions.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC446
Overseas Study
Seminar I

2 1.0 1・2 通年 随時
Tan Caroline
S.L.

Overseas Study Seminar I is a custom-
designed independent study to provide
students who visit partner business schools
abroad information and knowledge that are
related to their research or business
interests by attending multiple seminars at
partner schools in either Asia, Europe or
North America. Schools and the
corresponding courses are determined based
on consultation with the MBA-IB professor
in charge of this program. Students are
encouraged to attend as many courses as
possible in order to maximize their
learning experience  (especially those who
are only on exchange for a week). Students
are expected to fulfill 15 hours to obtain
a credit. The length of the exchange can be
as short as a week or up to an entire
semester. Upon completion of the program,
students are expected to submit a report
accordingly of which details will be given
during consultation with the faculty in
charge.

英語で授業。

01PC447
Overseas Study
Seminar II

2 1.0 1・2 通年 随時
Tan Caroline
S.L.

Overseas Study Seminar II is a custom-
designed independent study to provide
students who visit partner business schools
abroad information and knowledge that are
related to their research or business
interests by attending multiple seminars at
partner schools in either Asia, Europe or
North America. Schools and the
corresponding courses are determined based
on consultation with the MBA-IB professor
in charge of this program. Students are
encouraged to attend as many courses as
possible in order to maximize their
learning experience  (especially those who
are only on exchange for a week). Students
are expected to fulfill 15 hours to obtain
a credit. The length of the exchange can be
as short as a week or up to an entire
semester. Upon completion of the program,
students are expected to submit a report
accordingly of which details will be given
during consultation with the faculty in
charge.

英語で授業。

01PC449
Overseas Study
Seminar III

2 1.0 1・2 通年 随時
Tan Caroline
S.L.

Overseas Study Seminar III is a custom-
designed independent study to provide
students who visit partner business schools
abroad information and knowledge that are
related to their research or business
interests by attending multiple seminars at
partner schools in either Asia, Europe or
North America. Schools and the
corresponding courses are determined based
on consultation with the MBA-IB professor
in charge of this program. Students are
encouraged to attend as many courses as
possible in order to maximize their
learning experience  (especially those who
are only on exchange for a week). Students
are expected to fulfill 15 hours to obtain
a credit. The length of the exchange can be
as short as a week or up to an entire
semester. Upon completion of the program,
students are expected to submit a report
accordingly of which details will be given
during consultation with the faculty in
charge.

英語で授業。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC450
Overseas Study
Seminar IV

2 1.0 1・2 通年 随時
Tan Caroline
S.L.

Overseas Study Seminar III is a custom-
designed independent study to provide
students who visit partner business schools
abroad information and knowledge that are
related to their research or business
interests by attending multiple seminars at
partner schools in either Asia, Europe or
North America. Schools and the
corresponding courses are determined based
on consultation with the MBA-IB professor
in charge of this program. Students are
encouraged to attend as many courses as
possible in order to maximize their
learning experience  (especially those who
are only on exchange for a week). Students
are expected to fulfill 15 hours to obtain
a credit. The length of the exchange can be
as short as a week or up to an entire
semester. Upon completion of the program,
students are expected to submit a report
accordingly of which details will be given
during consultation with the faculty in
charge.

英語で授業。

01PC492
Applied International
Political Economy

1 1.0 2 春A 火7,8 礪波 亜希

This course aims to introduce students to
some of the approaches to the study of
international political economy (IPE) and
how to apply theories to important
contemporary events. In particular, we will
pay attention to economic diplomacy,
development finance, trade and foreign
direct investment of emerging economies as
well as the relations of globalization This
course is an advance course of the Global
Management I: International Relations and
Economics. This course aims to introduce
students to some of the approaches to the
study of international political economy
(IPE) and how to apply theories to
important contemporary events. In
particular, we will pay attention to
economic diplomacy, development finance,
foreign direct investment of emerging
economies as well as the relations of
globalization and environmental issues.
This course is open to 2nd year students
who have completed the Global Management I.

Only for those who
have passed
“01PC007 Global
Management I”
英語で授業。

01PC493
Overseas Business
Studies I (Seminar)

2 1.0 1・2
夏季休業

中
応談

Tan Caroline
S.L.

Overseas Business Studies I is a custom-
designed seminar to provide students the
opportunity to prepare for their visit to
the different companies from a range of
industries abroad. As students are expected
to make presentations at different
companies, this pre-departure seminar will
focus on the presentation materials.* This
course is a pre-requisite for Overseas
Business Studies II (Field Work): 01PC494

西暦偶数年度開講。
英語で授業。

01PC494
Overseas Business
Studies II (Field
Work)

3 1.0 1・2
夏季休業

中
応談

Tan Caroline
S.L.

Overseas Business Studies II is a custom-
designed field work to provide students the
opportunity to visit different companies
from a range of industries abroad. Apart
from learning from these visits, students
will be making presentations to the
companies as well. This seminar aims to
develop business acumen, skills as well as
gain new learning experiences.

西暦偶数年度開講。
英語で授業。
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01PC499
Research Method
(Qualitative
Approach)

1 1.0 1・2 春B 金7,8 市瀬 博基

This course aims to provide a deeper
understanding and application of
qualitative methods in business and
management research. The areas covered in
the class includes qualitative research
design, text analyses (text mining and
narrative/discourse analysis), interviews
(semi-structured, unstructured, in-depth
interviews), and observations (field
research and participant observation). By
examining some of the epistemological
foundations of the qualitative inquiry, the
course attempts to provide a richer
understanding of the ways to explore the
structures, processes, and perspectives of
human and organizational behaviour.

英語で授業。

選択科目(Applied information)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC102
Data Analysis I:
Introduction to Data
Analysis

4 1.0 1・2 春B 木7,8 領家 美奈

Data analysis is an indispensable tool for
empirical analysis and data-oriented
decision making in the fields of natural
science, humanities, and social sciences.
This class introduces basic concepts of
descriptive statistical methods, linear
regression for prediction and its residual
analysis with statistical software R
through a series of the group works on
financial data analyses of all the listed
companies in Japan.

英語で授業。

01PC106

Introductory Data
Analysis: Invitation
to Quantitative
Analysis

4 1.0 1・2 春A 金7,8 領家 美奈

This lecture provides the basic topics
regarding to the quantitative
methods, which include probability,
probability distributions and
descriptive statistics, sampling and
estimation, hypothesis testing
and so on.

英語で授業。

01PC500
Research Method
(Quantitative
Approach)

1 1.0 1・2 春C 金7,8 永井 裕久

TBD 英語で授業。

01PC501 Business Simulation 4 1.0 1・2 春A 土7,8 領家 美奈

The main purpose is to encourage students
to find various styles such as information
gathering, data analysis to make more
effective decisions on management through
gaming simulation. The number of
participants is limited, since this class
will be offered in the Tokyo Satellite (PC
room). Therefore the a priori submission
(by email) is required in advance. The
questionnaire items and more detail
information are described in the syllabus.
Students who have not earned credit for
“business game” of GSSM can register for
this class.

at #122 on 05/18
英語で授業。

01PC502
Data Analysis II:
Principle of
Quantitative Research

1 1.0 1・2 春C 土5,6 領家 美奈

本講義では,データ収集の設計,データ分析戦略,
多変量解析による結果の要約など,定量分析の基
礎について説明する.主たる手法として,コン
ジョイント分析,ならびに,主成分分析,クラス
ター分析を取り上げる.これらの手法群を紹介し
たのちに,グループワークとして,アンケート調
査を行い,そのデータを分析し,グループプレゼ
ンテーションを課す.調査からプレゼンテーショ
ンまで一連の流れの体験を通じて理論と実践の
両方の側面からの理解を目指す.

0AFM504と同一。
英語で授業。

01PC503
Data Analysis III:
Data Mining

4 1.0 1・2 秋A 土7,8 領家 美奈

This class is designed to enhance
understanding of key techniques of Data
Mining which are applied in various fields
such as marketing research, medical
information analysis etc. Another aim is to
acquaint students with basic mathematical
descriptions in order to enhance the
understanding of professional articles.

英語で授業。
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01PC504
Operations Management
II: Decision Analysis

1 1.0 1・2 春C 水7,8 徐 驊

決定分析は, 複数の目標または不確実性を伴う
複雑な意思決定を取り扱うための強力なツール
を提供する. このコースでは, 意思決定におけ
る様々なチャレンジを特定して克服するための
有用な決定分析のプロセス, モデルや方法など
について学習する. 複数の目標を持つ意思決定,
不確実性の下での意思決定や, 異なる目標を持
つ異なる意思決定者による意思決定などの状況
における決定分析のための基本概念, モデルと
実践的な方法を紹介する. 現実的な意思決定問
題を, グループワークによる解決する練習を行
う。

July 1, 8, 22,
27(Mon), 29
0AFM506と同一。
英語で授業。

01PC505
Operations Management
III: Risk Analysis

1 1.0 1・2 秋A 火7,8 徐 驊

リスク分析は、リスクを記述するための体系的
なプロセス、すなわち、リスクに関する有益な
情報を提供するためのプロセスとして定義され
る。リスク分析は、主にリスクマネジメントと
リスクに基づく意思決定に組み込まれている。
このコースではは、リスク分析の基本的な概
念、およびリスク特定、リスクアセスメント、
リスクマネジメントに対処するためのモデルと
方法を紹介する。リスクフィルタリング、ラン
キングおよびリスクマネジメントというプロセ
スを用いて、現実的なリスクマネジメント問題
をグループワークによる解決する練習を行う.

0AFM507と同一。
英語で授業。

01PC506
Operations Management
IV: Project
Management

1 1.0 1・2 春C 火7,8 木野 泰伸

プロジェクトを成功させるためには, 要件定義,
計画, 作業の実施, 監視とコントロールなどの
システム化された管理プロセスを適切に実行す
ることが重要である. このコースでは, プロ
ジェクトマネジメントの基本的な知識と方法を
学習する. 具体的には, WBS(Work Breakdown
Structure), スケジューリング, EVM(Earned
Value Management), 原価見積りと契約, リスク
マネジメント, 品質保証等の技法を講義とグ
ループワーク等を通じて学習する.

0AFM508と同一。
英語で授業。

01PC509
Operations Management
VI: Systems Design
Theory

1 1.0 2 春B 土3,4 木野 泰伸

社会システムの構造や働きを理解することは,
仕事や人生において成功するために役立つ重要
な要因の一つである. フローチャート, ER図
(Entity Relashionship Diagram), 状態遷移図,
UML(Unified Modeling Language)などのダイア
グラミング技法は, 社会システムの可視化や設
計に役立つ. さらに, 日本語, 英語, スペイン
語といった自然言語は, 私たちが社会システム
をモデル化する時に役立つ. 本授業では, テキ
スト(自然言語)解析と, ダイアグラミング技法
を用いた社会システムのモデル化と, システム
設計技術を学習する.

0AFM509と同一。
英語で授業。

01PC510

Operations Management
VII: Principles of
Artificial
Intelligence and Its
Social Implementation
for Business
Applications

1 1.0 1・2 秋C 土5,6 寺野 隆雄

The boom of artificial intelligence (AI) is
continuing. However, from system
development, implementation, and
management, there remain the same
difficulties as the conventional system
sciences and business applications. In this
lecture, we will discuss methodologies to
make use of both traditional and cutting-
edge artificial intelligence technologies.
Referring to our recent research results as
examples, we will explain centric issues on
artificial intelligence and its social
implementation from system management
standpoints.

英語で授業。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC520
Practical
Introduction to Text
Mining

1 1.0 1・2

Text mining – computational methods for
extracting information from unstructured
written materials – have been successfully
applied in many domains to produce new
knowledge from the large volumes of writing
continually produced through human
activity. Many of these techniques have
well established business applications,
particularly in the area of market and
customer analysis, where the ability to
meaningfully summarize trends and patterns
within large amounts of consumer-generated
text which would otherwise be infeasible to
process can be extremely valuable. Many
further applications exist using internally
generated textual materials created in the
course of existing business processes.
This course introduces the principles of
text mining using a hands-on, practical
approach. It will consist of lecture
sessions each followed by a corresponding
practical session in which participants
will be guided through the use of a
selection of text mining techniques
illustrating the concepts introduced.
Throughout the course there will be take-
home assessments based on material covered
in the lecture and practical session in
which participants are required to
demonstrate a combination of theoretical
understanding of key principles covered
together with the practical ability to
apply this knowledge in appropriate
contexts.

英語で授業。
2020年度開講せず。

選択科目 (Common Area)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

01PC221
Introduction to
Corporate Social
Responsibility

1 1.0 1・2 秋B 土5,6 Torikawa Shayne

欧州委員会は, 「社会への影響に対する企業の
責任」としてCSR (Corporate Social
Responsibility) を定義した. 企業の社会的責
任は, 共通価値の創造(CSV)とトリプルボトムラ
イン(3BL)アプローチへのコミットメントを強調
している. このコースでは, CSRと持続可能なビ
ジネスの概念を紹介する. サプライチェーン全
体のCSRの様々な分野は, 従業員とステークホル
ダーの視点だけでなく, 社会的,環境への影響の
両方が検討される. クラスは, ケーススタディ
と講義により構成される.

0AFM601と同一。
英語で授業。

01PC306
MBA-IB Speaker Series
I

7 1.0 1・2

The MBA-IB Speaker series aims to provide
students with the opportunity to learn
practical, real world issues and challenges
as well as strategies from various industry
leaders. Students are provided with a
platform to discuss and share with the
different speakers, developing not only
their knowledge base but their soft skills
at the same time as well. This course also
aims to help build networks between
students and the industries.The speaker
series session also focuses on bringing in
speakers from various industries as well as
job scope. This will help enhance the
learning and industry exposure for the MBA-
IB students.

Guest Speakers
西暦奇数年度開講。
英語で授業。

01PC310
MBA-IB Speaker Series
II

1 1.0 1・2

The MBA-IB Speaker series aims to provide
students with the opportunity to learn
practical, real world issues and challenges
as well as strategies from various industry
leaders. Students are provided with a
platform to discuss and share with the
different speakers, developing not only
their knowledge base but their soft skills
at the same time as well. This course also
aims to help build networks between
students and the industries.

Guest Speakers
西暦奇数年度開講。
英語で授業。
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01PC325
MBA-IB Speaker Series
III

1 1.0 1・2 春学期 随時

The MBA-IB Speaker series aims to provide
students with the opportunity to learn
practical, real world issues and challenges
as well as strategies from various industry
leaders. Students are provided with a
platform to discuss and share with the
different speakers, developing not only
their knowledge base but their soft skills
at the same time as well. This course also
aims to help build networks between
students and the industries.The speaker
series session also focuses on bringing in
speakers from various industries as well as
job scope. This will help enhance the
learning and industry exposure for the MBA-
IB students.

Guest Speakers
(Organized by
西暦偶数年度開講。
英語で授業。

01PC326
MBA-IB Speaker Series
IV

1 1.0 1・2

The MBA-IB Speaker series aims to provide
students with the opportunity to learn
practical, real world issues and challenges
as well as strategies from various industry
leaders. Students are provided with a
platform to discuss and share with the
different speakers, developing not only
their knowledge base but their soft skills
at the same time as well. This course also
aims to help build networks between
students and the industries.The speaker
series session also focuses on bringing in
speakers from various industries as well as
job scope. This will help enhance the
learning and industry exposure for the MBA-
IB students

Guest Speakers
(Organized by
西暦奇数年度開講。
英語で授業。

01PC403
International
Conference Seminar I

3 1.0 1・2 通年 随時

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Tan
Caroline S.L.

このコースの主な目的は, 国際学術会議に参加
する経験を積むことにある. 学生は, 学会にお
いて, その分野で最も最新の研究を聴講する機
会を得ることができる. このコースは学会に出
席・聴講することが主目的であり, 学生は学会
発表をする必要はない. 帰国後, 学生は出席し
たすべてのセッションについて, 書面によるレ
ポートを提出するとともに、会議セッションの
出席が合計12.5 時間を満たしていることが条件
となる. 学生はまた, 学会で得た知識を自身の"
キー・ラーニング"に反映するとともに, ビジネ
スプロジェクト、興味のある研究テーマだけで
なく, 日常の仕事やクラスで貢献することが期
待されている.

0AFM603と同一。
英語で授業。

01PC405
International
Conference Seminar II

3 1.0 1・2 通年 随時

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Tan
Caroline S.L.

このコースの主な目的は, 国際学術会議に参加
する経験を積むことにある. 学生は, アカデ
ミック・ペーパーを学会に提出し, 発表する機
会を得ることができる. International
Conference Seminar Iと異なり, International
Conference Seminar IIに登録する学生は, 学会
で研究発表を行う. 帰国後, 学生は出席したす
べてのセッションについて, 書面によるレポー
トを提出するとともに、会議セッションの出席
が合計12.5 時間を満たしていることが条件とな
る. 学生はまた, 学会で得た知識を自身の"
キー・ラーニング"に反映するとともに, ビジネ
スプロジェクト、興味のある研究テーマだけで
なく, 日常の仕事やクラスで貢献することが期
待されている.

0AFM604と同一。
英語で授業。

01PC430
Business
Communication Skills
I

2 1.0 1・2 春A 木7,8 Torikawa Shayne

Effective interpersonal skills are
essential in both personal and professional
environments. This class will examine the
fundamentals of effective communication in
cross-cultural environments.
In this highly interactive class, we will
engage in activities which will encourage
individuals and teams to utilize critical
thinking, problem solving, and negotiation
skills. We will also discuss cross-cultural
communication/sensitivity topics. This
class will move away from the traditional
textbooks and lectures by leveraging the
individual’s knowledge and experiences to
effectively contribute to the team and
navigate through the activities in this
course.

英語で授業。
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01PC435
Management
Communication

1 1.0 1

This practice-oriented course is designed
to help students learn how to research,
outline, prepare presentation scripts and
deliver formal presentations in a business
context. The course is also expected to
help students sharpen their skills in
critical listening in addition to their
competence in handling audience questions
and comments.

英語で授業。
2020年度開講せず。

01PC438
Business Project
Writing

1 1.0 1・2 秋C 水7,8

This course presents writing as integral to
management strategy and as a critical
component for success in the workplace. In
this class, you will practice drafting and
editing clear, precise, and readable
written business documents as well as learn
to design documents to make information
easily accessible to a busy, executive-
level reader. This course also contains
practical aspects of managerial
communication to prepare students for
“audience-oriented” communication.

英語で授業。

01PC444 Case Study Practice 2 1.0 1・2 秋C 土3,4
Magnier-Watanabe
Remy

このセミナーでは, ケーススタディの方法を綿
密に学習し, 実践することを主な目的とする.
履修は, 4名で構成される最大4つの学生チーム
(合計16名)に制限されるが, 履修の優先権は先
着順で M2 の学生に与えられる.

0AFM605と同一。
英語で授業。

01PC496
Business
Communication Skills
II

1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

James Leslie
Anne

The goal of this class is to help students
feel comfortable with English written
communication in a business setting.
Students will be able to generate written
documents with suitable vocabulary, tone
and phrases. Furthermore, the English in
this course will be for international
business, so students urged to write with a
global mindset, instead of merely
translating their thoughts from their
native language.

英語で授業。

セミナー
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01PC601 Seminar I 2 1.0 1 春B 土5,6

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

Seminar Iは, グループセミナとして実施する.
ビジネスプロジェクトに必要な基礎知識につい
ての講義と, 教員の研究領域の説明により構成
される. 通常はSpring Bの土曜3回にわたり実施
され、1) 教員の自己紹介(研究領域の説明)およ
び 2) 修了生のビジネスプロジェクトの経験に
ついてのプレセンテーションが行われる。成績
は, 学生が提出するレポートに基づき付与され
る. Seminar Iの終了後, Chief Advisorの決定
プロセスに入っていくが, Chief Advisorを務め
ることができるのは, MBA-IBの専任教員のみで
ある. 学生は, 自身の考えるビジネスプロジェ
クトについて, 十分な材料を考慮し, レポート
にまとめることが期待されている. レポートは,
1) プロジェクトが4つの分野 (応用情報, ビジ
ネス戦略, 国際適応性, 組織管理) および, 2)
プロジェクトのタイプ (企業内プロジェクト,
事業計画開発, 独立研究型レポート, 海外イン
ターンシップ, 国内インターンシップ)のどこに
該当するのかを明記すると共に、3) Seminar I
で学習したことについての自分なりの考えをま
とめなければならない.

MBA-IB Student ONLY
0AFM701と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC602 Seminar II 2 1.0 1 春C秋A 集中

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

Seminar II は, 学生がビジネスプロジェクトの
準備をする中において、Chief Advisor による
指導が行われる. この段階では, ビジネスプロ
ジェクトのテーマを絞り込んでいくことが重要
なポイントとなる. セミナーでは, 個別のミー
ティング, チーム形式のワークショップ(輪読),
文献のレビュー, 研究方法論の議論, および,
プレゼンテーションのリハーサルを行うが, こ
れらすべては、学生の Preliminary および
Interim Report とPresentation をサポートす
るために実施される. セミナーは, Chief
Advisor が必要かつ適切と判断する方法により,
グループスタディや個人およびチームのチュー
トリアルを組み合わせて行う.

MBA-IB Student ONLY
0AFM702と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。
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01PC603 Seminar III 2 1.0 1 秋BC 集中

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

Seminar III は, 学生がビジネスプロジェクト
の準備をする中において、Chief Advisor によ
る指導が行われる. この段階では, ビジネスプ
ロジェクトのモデルおよび方法論を発展させる
とともに、3月に予定されている Preliminary
Presentation およびレポートの準備をしていく
ことが重要なポイントとなる. セミナーでは,
個別のミーティング, チーム形式のワーク
ショップ(輪読), 文献のレビュー, 研究方法論
の議論, および, プレゼンテーションのリハー
サルを行うが, これらすべては、学生の
Preliminary および Interim Report と
Presentation をサポートするために実施され
る. セミナーは, Chief Advisor が必要かつ適
切と判断する方法により, グループスタディや
個人およびチームのチュートリアルを組み合わ
せて行う.

MBA-IB Student ONLY
0AFM703と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC604 Seminar IV 2 1.0 2 春AB 集中

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

Seminar IV は, 学生がビジネスプロジェクトの
準備をする中において、Chief Advisor による
指導が行われる. この段階では, ビジネスプロ
ジェクトのモデルおよび方法論の精錬させるこ
とが重要なポイントとなる. セミナーでは, 個
別のミーティング, チーム形式のワークショッ
プ(輪読), 文献のレビュー, 研究方法論の議論,
および, プレゼンテーションのリハーサルを行
うが, これらすべては、学生の Interim および
Final Report と Presentation をサポートする
ために実施される. セミナーは, Chief Advisor
が必要かつ適切と判断する方法により, グルー
プスタディや個人およびチームのチュートリア
ルを組み合わせて行う.

MBA-IB Student ONLY
0AFM704と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

01PC605 Seminar V 2 1.0 2 春C秋A 集中

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

Seminar V は, 学生がビジネスプロジェクトの
準備をする中において、Chief Advisor による
指導が行われる. この段階では, ビジネスプロ
ジェクトを精錬させ, Interim Presentation の
準備を行うことが重要なポイントとなる. セミ
ナーでは, 個別のミーティング, チーム形式の
ワークショップ(輪読), 文献のレビュー, 研究
方法論の議論, および, プレゼンテーションの
リハーサルを行うが, これらすべては、学生の
Interim および Final Report と Presentation
をサポートするために実施される. セミナーは,
Chief Advisor が必要かつ適切と判断する方法
により, グループスタディや個人およびチーム
のチュートリアルを組み合わせて行う.

MBA-IB Student ONLY
0AFM705と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。

ビジネスプロジェクト
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01PC701 Business Project 2 8.0 2 秋BC 集中

礪波 亜希,平井
孝志,顧 俊堅,永
井 裕久,徐 驊,ベ
ントン キャロラ
イン,木野 泰伸,
領家 美
奈,Magnier-
Watanabe
Remy,Ploch
Manuel,Tan
Caroline S.L.

ビジネスプロジェクトは, 最終2タームに渡り実
施され, MBA-IBでの講義やセミナーを通じて得
られた知識を総合するように設計されている.
ビジネスプロジェクトの目的は, 実際のビジネ
スにおいて必要となる, 問題解決や組織管理な
どの実践的な能力を修得し, 実際に活用するこ
とにある. この段階においては, 次のいずれか
のビジネスプロジェクトを完了していることが
必要となる.
1) 企業内プロジェクト (ICP)
2) 事業計画開発 (BPD)
3) 独立研究型レポート (IRR)
4) 海外インターンシップ (OI)
5) 国内インターンシップ (JI)
 学生は, Interim Presentation に合格し, 作
成する Final Report のすべてのセクションが
要件を満たしているか、Cheif および Second
Advisor が判断していることが, Final
Presentation の実施要件となる. Final
Presentataion の時間は20分間, その後に10分
間の質疑応答を行う.

MBA-IB Student ONLY
0AFM801と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目。


